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　盛夏の候、皆様方におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。ま

た、日頃より当院に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、現在の日本は急速に高齢化社会を迎えていると報道等でよく耳にしますが、ここ

上越地域でもそれ以上のスピードで高齢化社会が進んでいると聞いております。当院にお

きましても、ここ２～３年の間で救急受診患者の増加が見られ、中でも高齢患者の増加が

顕著な事から高齢化社会を実感しているところです。

　来年は診療報酬と介護報酬の同時改定が６年ぶりに行われ、医療と福祉の一体化・地域

包括ケアシステム・病院機能再編・地域医療構想などが益々進むと思われ、急性期治療を

経過した患者の受け入れ及び在宅復帰支援を行う「地域包括ケア病棟」を視野に入れた当

院の体制作りが課題であると言えます。さらに併設の介護老人保健施設「アルカディア上

越」と連携をしておりますが、それだけでは足りません。これに対応するため近隣医療機

関並びに福祉施設の方々と連携を深め、より一層ご高齢の方が生涯安心して暮らせる上越

地域になれば良いなと思います。

　当院の地域連携センターでは体制の強化を図っていますが、まだまだ機能は十分とは言

えないところで、地域の先生方にご協力をお願いすることもあると思いますが、ご不明な

点はいつでもご連絡頂ければ幸いに存じます。

　連日の猛暑で、皆様方にはご自愛頂きますとともに、今後ともご支援とご協力を賜りま

す様よろしくお願い申し上げます。

医療機関様からのご紹介・お問い合わせは

上越総合病院　地域連携センター　
　電　話  025-524-3000（代表）　
　ＦＡＸ  025-524-3140（直通）まで

上越総合病院
地域連携センター便り地域連携センター便り
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早朝検査の実施について（予約患者様のみ）
　当院では、外来患者様の待ち時間を短縮する取り組みとして、検査の受付時刻を従来の８時３０分より３０分早めて行っております。
それにより患者様にはスムーズに診察を受けて頂けると考えております。



－3－－2－

　6月24日に久々の災害訓練が行われました。日本海側における津波は、国交省の想定では
5～10分で10メートルの津波と公表されました。そこで今回の訓練では地震発生直後に一
階にいる人すべてに2階までの緊急避難をしてもらい、発災後30分で津波襲来の危機は回避
されたとして、引き続き多数傷病者受け入れ対応訓練に移行するという2段構えの訓練概要
でした。さてそこで、2階以上にいた人はこの津波避難中に何をなすべきなのでしょうか。
今回の訓練で浮かび上がったテーマの一つでした。
　もう一つの今回の訓練の課題は、当院で初めて作成されたアクションカードの実効性を
検証することでした。アクションカードとは、災害発生時に部厚い災害マニュアルを繰っ
ての行動は非現実的です。そこでなすべき行動を簡潔に、時系列的に記載し、それを見れ
ば即座に行動が起こせるというものです。訓練の結果、今回作られたアクションカードに
はまだ多くの欠陥があることがわかりました。訓練の実感が冷めやらぬ内に部署ごとに見
直しを行い、より実効性の高いアクションカードの完成を目指して欲しいと思っています。
その作業自体が何よりの訓練になる筈です。
　もう一つ今回の訓練で強く感じられたことに情報の取り扱いがあります。次々と入って
来る情報の全てが同じ比重で重要なわけではありません。「情報」の重要性が強調される
余りついすべての情報を貯め込みがちですが、錯綜する情報の中でそれ程重要ではない情

報も少なくないはずです。
これを取捨選択することで
無批判に行われて来た作業
の効率化を図ることもでき
るのではないかなと思いま
した。

災害対策委員長　丸 山　正 則
災害訓練の日上越総合病院災害対策委員会

　平素より大変お世話になっております。
　当院の医事課について紹介させていただきます。現在当院には、１日当たり外来患者841
名、入院患者292名が受診されます。その患者さんの受付・会計・診療報酬請求・カルテ管
理、院内情報システム管理、統計調査、他部署からの各種依頼（むちゃぶりを含む）と多
岐にわたる業務を職員10名・委託職員22名で行っております。
　医師・看護師などと連携・協働しながら、チーム医療の一員として医療・患者サービス
に関わり、あらゆる角度から「医療」という分野に貢献し、どのように対応するかを考え
業務を行う事を心がけております。
　また、今後の課題として請求業務、知
識について習熟し、関係部署とも業務連
携を強めながら収入確保対策や効率的な
業務運営を実践し、病院の健全経営を支
援していくことを考えております。
　近隣医療機関の皆様には、入院中受診
等でご連絡させていただく場合がござい
ますが、その際はよろしくお願いいたし
ます。

医事主任　三 輪　直 希
医 事 課    紹 介

民民大大祇祇 園園 祭祭 踊踊 流流 しし
　2017.7.28 第42回直江津祇園祭 大民踊流しが開催
されました。上越総合病院からは約100名の職員が参
加しました。

収容された模擬患者の診察⑴

車椅子で来院された模擬患者のトリアージ 被災地外搬送のための救急隊への引き継ぎ ヘリ搬送⑴

ヘリ搬送⑵ ヘリ搬送⑶ 訓練終了後 総指揮者の相田先生の挨拶

収容された模擬患者の診察⑵
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